
 

 

自然学校 

 

Ａ組さんが、５月１４日に自然学校に参加しました。よしたけ保育園の子は、憩いの森

を毎日のように散歩しながら、「一体どれくらい自然の楽しみ方やつきあい方を知っている

だろうか？」という思いをずっと持っていました。それで、一昨年、金沢に住んでおられ

る自然インストラクターの木谷一人さんに相談し、木谷先生を含めて、６人のスタッフを

派遣していただけることになりました。そして、２月、５月、１０月の年間３回、憩いの

森で自然教室を開いていただいています。  

今のＡ組さんが、まだＢ組だった２月は、春を待つ森の冬芽の観察や、太陽を浴びて温

かいところ、太陽が当たらずに冷たい所を実際に触って、感じて見つけ、太陽が持つ、す

ごい力を感じたり、その太陽をたくさん浴びられるよう、葉を思いきり広げているたんぽ

ぽなどのロゼットの観察、椿の花のにおいをかいだり、草や木々の若芽のにおいをかいだ

り、森の中で折にふれて、絵本を読み聞かせて頂きながら、楽しみながら、様々な発見を

してきました。  

５月１４日は、Ａ組になってはじめての自然学校でした。森の危険について教わりまし

た。すずめ蜂に出会ったらどうするか？うるしの木はどれで、さわったらどうなるか？ゲ

ームをしながら教えていただきました。そして森の草花の汁あそび、若い花の蜜の味を教

えていただき、吸ってみたり、去年の秋に落ちたどんぐりが、一斉に芽をだし、あちこち

にあかめがしわの群生があり、驚いたり、木と仲良しになる方法を教えていただいたり、

本当に豊かなひと時を過ごしました。  

森に入る時と、森から出る時は、いつも静まって、森のご機嫌伺いです。「森は、何て言

ってるかな？」と木谷先生が子ども達に話しかけると、子ども達は、すぐに静まりかえっ

て、耳に手をあて、森の声を聞こうとします。「『またおいで』ってゆうとる」「木の葉の音

聞こえる」「水の音も聞こえる」「鳥も鳴いとる」「ひこうきの音聞こえる」などと、さまざ

まに、聞いた音、感じたことを発表します。森に入る時と、出る時に、きちんと森に挨拶

をするのです。何て素敵なことでしょう！こんなことを教わった子は、きっと、むやみに

木や花を折ったり取ったりしなくなるのだろうと思います。大切なことをいつも教えてい

ただいています。さわって、嗅いで、見て、なめて、聞いて、五感の全てを総動員して森

を感じようと、感じてほしいと願っている、スタッフの方々の思いが伝わってきて、いつ

も感動させられます。  

それにしても、よしたけのＡ組さんの集中力には、毎回、驚かされます。６４人がシー

ンと静まりかえって、森の声を聞く、その姿にスタッフの方々も驚いておられます。その

場に応じた身の処し方が、よくわかっているのです。（これは小さい時から大切に積み重ね

てきた成果だな）と、ちょっぴり誇らしく、嬉しく思って、森をあとにしました。今は森

が一年で一番輝いている季節かも知れません。皆さんも子ども達と森の声を聞きに行きま

せんか？ 


